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１ 開 会 

事務局Ａ 

本日はお忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。皆さまお揃いで

すので、只今から第１５８回高崎市都市計画審議会を開催いたします。 

なお、本日は新型コロナウイルス感染症対策として会場の席をスクール形式とさせてい

ただき席の間隔をとらせていただいております。モニター等見づらくなっておりご迷惑を

おかけしますが、ご理解ご協力お願いいたします。 

はじめに、本日の資料の確認をさせていただきます。まず、事前にお配りしてございま

す議事日程、議案書、Ａ３サイズの添付図面、名簿でございます。不足等ございませんで

しょうか。よろしいでしょうか。 

ここで、委員さんの交代がありましたので、お名前を紹介させていただきます。委員Ａ

です。 

 

委員Ａ（代理） 

よろしくお願いします。 

 

事務局Ａ 

ありがとうございました。よろしくお願いいたします。なお、委嘱状につきましては、

机の上に置かせていただいております。よろしくお願いいたします。 

本日の審議会に際しましての出席状況ですが、委員Ｂ、委員Ｃ、委員Ｄよりあらかじめ

欠席とのご連絡をいただいております。只今ご報告しましたとおり３名の委員さんが欠席

となっておりますが、委員の２分の１以上の出席をいただいておりますので、高崎市都市

計画審議会条例第６条第２項の規定によりまして、本審議会は成立いたします。また、本

審議会は高崎市都市計画審議会議事運営規則第１２条の規定に基づき公開としておりまし

て、傍聴希望の受付をいたしましたところ、報道関係の方が２名いらっしゃいますので、

ご報告いたします。 

 

２ 会長あいさつ 

事務局Ａ  

続きまして、会長にご挨拶をお願い申し上げます。 

 

会長 

 皆さま、ご苦労様でございます。着座にて失礼させていただきます。いきなり人口問

題という話で恐縮ですが、高崎市の人口は２月末現在で３７２，０００人を切りまして、

ここ数年間７００～８００人の減少が続いたまま、悪い傾向が続いております。自治体

にとって人口増というのは喫緊の課題でありながら難問の課題でもございまして、それ
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ぞれの自治体でご苦労されているわけですが、最近関係人口という言葉が出始めました。

国の説明によりますと観光人口以上であり居住人口以下であると、分かったようなわか

らないような説明が出てきますけれども、どういうことか説明するのに一つ例を取りま

すと高崎経済大学に４，０００人の学生がおりますが、この人口は居住人口にするには

短期間で去ってしまう人口でありますから、完全な定住人口ではございません、しかし

４年間は高崎在住ないしは高崎通学、高崎生活者として市民同様の関わりを持っており

ますし、場合によっては、アルバイトによって労働力になっていたり、文化活動に関心

を寄せたり、様々なスポーツ活動に参加しているという意味では、市民以上の高崎市と

濃密な関係を保っておりますから、こういうのが関係人口の代表的な例かもしれません。

もう一つ例を申し上げると高崎アリーナに色々な大会が来ますけれども全国大会をや

ったらとてもよかった、よって高崎を今後合宿地にしたいと申し入れが出てくると、こ

れはアリーナの単独の使用効果だけではなくてアリーナの副次的な効果として活動の

幅が広がってくるという意味で、これまた関係人口という概念に合致すると、こんな風

に考えますと関係人口なかなか面白いなということになります。どこがおもしろいのか

というと単なる観光客、ショッピング客、イベント参加者がその目的を終えて帰ってし

まうだけではもったいない。もったいないというのは高崎市にはそれ以外たくさん魅力

がある、あるいは感動的、活動的な施設がありますから、そういうものと繋ぎ合わせる

ことによって高崎の魅力を深めて訪れた人、訪れない人でもネットでつながることを含

めて関係を濃密化して継続化していくという意味で関係人口の開発と言うのは将来の

居住人口の増加にも繋がる種まきになるのではないか、高崎市の各種の施設は非常に良

くできておりますし、全国的にも一流レベルでありますし、世界レベルのものもござい

ます。文化財もその中に入ってくるかもしれませんが、そういう意味で高崎という多様

性に富んだ都市を十分に活用してもらうような一つのプロジェクトを立ち上げてみる

のもそろそろ人口対策の一環ではないかと思って冒頭の話を申し上げます。ご清聴あり

がとうございました。 

 

事務局Ａ 

ありがとうございました。 

 

３ 議 事 

事務局Ａ 

それでは、只今より議事に入りますが、以降の進行につきましては、高崎市都市計画審

議会議事運営規則第６条第１項の規定により、会長にお願いいたします。それでは、会長

よろしくお願いします。 

 

第１ 会議録署名人の指名 
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会長 

これより議事に入ります。議事の第１、会議録署名人の指名を行います。 

高崎市都市計画審議会議事運営規則第１３条第２項の規定により、委員Ｅと委員Ｆを指

名いたします。よろしくお願いします。 

 

第２ 議 案 

会長 

議事の第２に入ります。議案第４２５号 高崎都市計画高度利用地区の変更（高崎駅東

口栄町地区）、議案第４２６号 高崎都市計画第一種市街地再開発事業の変更（高崎駅東口

栄町地区）について併せて上程いたします。事務局の説明を求めます。 

 

事務局Ｂ 

 お世話になります。 

議案のご説明の前に、近年の高崎駅周辺の状況と、高崎駅東口栄町地区の市街地再開発

事業について少しお話しさせていただきます。 

 まず、本市の中心市街地のまちづくりは、高崎駅を中心として進めており、駅周辺に魅

力ある施設や空間を整備することで、街中の賑わい創出や活性化に繋げていきたいと考え

ております。 

 近年「高崎アリーナ」や「高崎芸術劇場」、大規模商業施設である「高崎ＯＰＡ」がオー

プンし、昨年には群馬県による「Ｇメッセ群馬」もオープンしたことで、官民を挙げての

大型プロジェクトが進められてまいりました。  

 しかし、現状、これらの施設は、新型コロナウィルスの影響により、厳しい状況が続い

ておりますが、いずれ収束した折には、本来の集客力を生かし、賑わいの創出に大きな力

を発揮するものと考えております。 

 次に、高崎駅東口栄町地区の市街地再開発事業ですが、こちらは、高崎市、日本中央バ

ス株式会社、日本年金機構、ビックカメラ株式会社、及び、一般財団法人高崎市都市整備

公社以上５者で構成される、高崎駅東口栄町地区市街地再開発準備組合が事業主体となり、

計画を進めております。 

 本日ご審議いただく２議案は、再開発準備組合から再開発組合への移行や、事業承認等

を進めていく際など、今後、再開発事業を進めていく上で必要な都市計画についてでござ

います。 

それでは、２議案につきまして、関連がございますので、一括でご説明させていただき

ます。また、２議案共に、高崎市決定の案件となります。 

まず、こちらのスクリーンは、変更区域の位置を示す総括図となります。お手元のＡ３

の添付図面では、３枚目の高度利用地区の総括図、図―１と、５枚目の第一種市街地再開

発事業の総括図、図－３を合わせたもので、同じ区域となります。当該地区は、高崎駅東
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口から東に約３００メートル、徒歩で５分程度の位置で、「高崎芸術劇場」の西側に位置し

ております。 

それでは、議案第４２５号「高崎都市計画 高度利用地区の変更 高崎駅東口栄町地区」

からご説明いたします。 

まず、目的でございますが、市街地の土地の、合理的かつ健全な高度利用と、都市機能

の更新を図るため定めます。 

内容としては、容積率の最高限度及び最低限度、建蔽率の最高限度、建築面積の最低限

度、ならびに壁面の位置の制限を定めます。 

また、市街地再開発事業を行う際には、「高度利用地区内であること」が要件となります。 

今回、高度利用地区を定める区域は、こちらに示した区域で、お手元の添付図面では、

４枚目の図－２となります。 

現在、定めている容積率の最高限度は６００％、建蔽率の最高限度は８０％ですが、建

物の壁面後退や、「建物の一部に、屋内型の広場スペースや集会所、ホール、ギャラリー等

文化機能や交流機能を備えた建築物」とした場合、容積率の最高限度は最大７００％まで

可能となります。 

また、容積率の最低限度は２００％とし、小さい建物を制限します。 

建蔽率の最高限度は８０％のままとし、建築面積の最低限度は、２００平方メートルと

し、いわゆるペンシンビルを抑制し、土地の合理的かつ健全な高度利用を図ります。 

最後に、壁面後退の制限ですが、道路に接した歩行者空間を確保や、圧迫感を軽減する

ため定めるものでございます。敷地北側の高崎駅東口線に面するところは、既に歩道が整

備されているため２ｍ、西側・南側には歩道が整備されていないため４ｍの壁面後退とし

ます。 

続きまして、議案第４２６号「高崎都市計画 第一種市街地再開発事業の変更 高崎駅

東口栄町地区」でございます。 

まず、指定する区域は、先ほどの高度利用地区と同じ区域です。お手元の添付図面では、

図－４となります。都市機能の更新と、土地の高度利用化を図る再開発事業を実施するた

めに定めるものでございます。都市計画の具体的な内容としますと「第一種市街地再開発

事業」の指定です。「第一種」とは、従前の所有者の建物や土地等の権利を、再開発ビルの

床に関する権利に等価で変換する再開発事業の種類を表し、この方式を「権利変換方式」

と言います。 

以上が、本日、ご審議いただく都市計画案のご説明になります。 

続きまして、あくまでも参考となりますが、現時点での予定する再開発建物の概要を、

簡単にご説明させていただきます。 

まず、主要用途は、商業施設、公共施設、業務施設、ホテル、駐車場、共同住宅等です。

建築面積は、約８千平方メートル、延床面積は、約１０万平方メートルを予定しておりま

す。建物２棟を予定しておりまして、建物の規模は、複合棟が、地上２１階、地下１階で、
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住宅棟が、地上１９階、地下１階の計画となっております。こちらは、再開発建物の立面

イメージ図になります。 左は、南側から北に向かって見た建物の立面イメージになりま

す。右は、西側、高崎駅方向から東に向かって見た建物の立面イメージになります。右側

の棟が住宅棟になります。左側の高い建物と中層の建物が複合棟で、商業施設、公共施設、

業務施設、ホテル、駐車場等が計画されております。こちらは、イメージパースでござい

ます。高崎駅東口側から見たもので、手前が複合棟で、奥が住宅棟になります。 

なお、先にも申しましたが、建物は再開発準備組合が計画しており、今回の都市計画決

定は、再開発事業を行うための下準備という段階になります。そのため、イメージパース

や立面図は、最終的な計画でございません。今後、協議や詳細な検討により、変更になる

可能性もありますので、ご了承いただけますようお願いいたします。 

それでは最後に、都市計画変更手続きにつきまして経過と今後の予定につきましてご説

明させていただきます。まず、原案の閲覧と公述人の受付ですが、１月７日から２１日ま

で行い、８日に住民説明会を昼と夜の２回行いました。参加者は合計で９名でしたが、特

に都市計画の原案に対してご質問やご意見はございませんでした。また、閲覧者は３名、

公述希望者はおりませんでしたので、公聴会は中止となりました。その後、都市計画案の

縦覧を２月１０日から２週間行いましたが、縦覧者は、４名で、意見書の提出はございま

せんでした。以上がこれまでの経過でございます。今後の予定といたしましては、本審議

会にて原案のとおり答申をいただけましたら、群馬県との協議後、速やかに都市計画決定

告示を行う予定としております。 

以上、高崎駅東口栄町地区に関する議案第４２５号、４２６号のご説明とさせていただ

きます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

会長 

ありがとうございました。それでは本案に係るご意見ご質問がございましたら発言を求

めます。 

 

委員Ｇ 

高度利用地区（高崎駅東口栄町地区）の建築物の容積率の最高限度が６５０となってい

るが根拠を教えてください。 

 

事務局Ｂ 

 本来、再開発事業の高度利用地区は建築物の高度化を図るうえで、土地に対して空地を

確保しなければならない。指定標準（指針）に、壁面後退を取ることによって容積率の最

高限度に５０％を加算する形になっており、建物の中に集会場・ホール・ギャラリー文化

機能若しくは交流機能の用に供するものを入れた場合は容積率の最高限度を７００％とし

ております。 
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会長 

壁面後退は都市空間の確保という意味でもいわば一息つけるような空間の確保と高さの

高度利用とこのような合わせ技のところから出てくる数字だと思いますけれども。 

他によろしいでしょうか。 

ご質問ご意見が無ければお諮りいたします。 

議案第４２５号、４２６号は原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

＜異議なしの声＞ 

異議なしと認めます。よって議案第４２５号、４２６号は原案のとおりといたします。 

以上で本日予定しておりました案件の審議はすべて終了いたしました。恐れ入りますが、

傍聴の方、報道関係の方はご退席くださいますようお願いいたします。本日はお疲れ様で

した。 

なお、４のその他の事項がございますので、委員および幹事の方はそのままお残りくだ

さい。それでは、４のその他に入ります。事務局より何かございましたらお願いします。 

 

４ その他 

事務局Ｂ 

今回は特にございません。 

 

５ 閉会 

会長 

以上をもちまして、第１５８回高崎市都市計画審議会を閉会いたします。本日はお忙し

い中、長時間に渡りありがとうございました。 

 

 


